ジェネリック医薬品（後発医薬品）の使用について

「ジェネリック医薬品」という言葉をよく耳にするようになりましたが、いったいどのようなものなのでしょうか？

薬の開発には長い開発期間と多額の開発経費がかかります。薬には特許があるため、その期間中は、他の製薬会社はその薬を製造することはできません（これを「先発医薬品」といいます）。「先発医薬品」は、多額の開発経費が薬価に反映されています。
しかし、特許の期間が過ぎた後は、他の会社がその特許の技術を利用して、少ない開発費用で薬を製造することができるようになります。こうして製造された薬を「ジェネリック医薬品」といいます（後から出されたことから「後発医薬品」とも呼びます）。
「ジェネリック医薬品」は開発費用が少額で済むため新薬に比べ安価ですが、安全性や効き目は先発医薬品と同等とされています。そのため、国においても患者さんの負担軽減や医療保険財政の面から「ジェネリック医薬品」の普及のための取組みが進められています。
現在、服用されている薬について、「ジェネリック医薬品」への切替えを、医師や薬剤師に相談されてみてはいかがでしょうか。
「ジェネリック医薬品希望カード」がついている案内パンフレットをご希望の方にお渡ししております。このカードは、病院での診察の際に医師に見せていただいたり、薬局で処方せんを出す際に薬剤師に見せるなどしてご活用ください。







